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八
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度
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平
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年
度
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び
平
成
二
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年
度
に
お
け
る

広
島
県
庁
舎
内
受
付
案
内
等
業
務
労
働
者
派
遣
契
約
の
指
名
競
争

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
資
格
審
査
の
申
請
手
続

等

(

総

務

室)

…
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…
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△
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と
広
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と
の
間
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平
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規

約
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…
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(

〃
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△
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地
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法
の
規
定
に
よ
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事
業
の
認
定

(

用
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管
理
室)

…
…
…
七

△

道
路
の
供
用
開
始

(

道
路
保
全
室)

…
…
…
八

公

告

△

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
認
証
申
請

(

県
民
文
化
室)

…
…
…
八

△

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
市
の
意
見
の
概
要

(

二

件)
(

地
域
産
業
振
興
室)

…
…
…
九

△

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

(

開
発
指
導
室)

…
…
…
九

△

土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
の
適
否
決
定(

市
町
村)

(

広
島
地
域
事
務
所)

…
…
…
九

△

換
地
計
画
認
可
申
請
の
適
否
決
定(

市
町
村)

(

〃

)

…
…
一
〇

△

土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
の
適
否
決
定(

市
町
村)

(

東
広
島
地
域
事
務
所)

…
…
一
〇

△

換
地
計
画
認
可
申
請
の
適
否
決
定(

土
地
改
良
区)

(

〃

)

…
…
一
〇
△

土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任

(

福
山
地
域
事
務
所)

…
…
一
〇

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

一
〇

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
五
十
九
号

地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下

｢

政
令｣

と
い
う
。)

第
百
六
十
七
条
の

十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平
成
十
八
年
度
、
平
成
十
九
年
度
及
び
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
広
島
県

庁
舎
内
受
付
案
内
等
業
務
労
働
者
派
遣
契
約
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
資
格
審

査
の
申
請
手
続
等
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

業
務
の
種
類

１

広
島
県
庁
本
庁
舎
受
付
案
内
業
務

２

広
島
県
部
局
長
室
受
付
等
業
務

３

県
政
記
者
ク
ラ
ブ
受
付
等
業
務

二

指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

次
の
各
号
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
と
広
島
県
知
事
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

１

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下

｢

労
働
者
派
遣
法｣

と
い
う
。)

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

２

政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
の
規
定
に
該
当
せ
ず
、
又
は
同
条
第
二
項
各
号

の
規
定
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

３

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
す
る
時
に
広
島
県
の
県
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

(

滞

納
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。)

。

４

広
島
県
内
に
そ
の
本
店
、
支
店
、
営
業
所
等
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

５

平
成
十
六
年
及
び
平
成
十
七
年
に
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の

就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(

昭
和
六
十
一
年
政
令
第
九
十
五
号
。
以
下

｢

労
働
者
派

遣
法
施
行
令｣

と
い
う
。)
第
四
条
第
五
号
及
び
第
十
六
号
に
規
定
す
る
業
務
の
契
約
実
績
が
あ
り
、
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か
つ
、
こ
れ
を
滞
り
な
く
履
行
し
て
い
る
こ
と
。

三

資
格
審
査
の
申
請
手
続

別
に
配
布
す
る
資
格
審
査
申
請
書

(

別
記
様
式
第
一
号)

に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
申
請
を
行

う
こ
と
。

１

労
働
者
派
遣
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
書
の
写
し

２

登
記
事
項
証
明
書

(

写
し
可)

３

納
税
証
明
書

(
直
前
一
年
に
納
付
す
べ
き
県
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の

証
明
書)

(

写
し
可)

４

平
成
十
六
年
及
び
平
成
十
七
年
の
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
五
号
及
び
第
十
六
号
に
規
定
す

る
業
務
の
派
遣
契
約
状
況
を
記
載
し
た
も
の

(

別
記
様
式
第
二
号)

５

業
務
履
行
実
績
証
明
書

(

別
記
様
式
第
三
号)

６

派
遣
登
録
者
の
状
況

(

別
記
様
式
第
四
号)

７

印
鑑
証
明
書

(

写
し
可)

８

委
任
状

(

権
限
を
支
店
長
、
営
業
所
長
等
に
委
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。)
(

別
記
様
式
第
五
号)

四

申
請
書
等
の
作
成
に
用
い
る
言
語
等

申
請
書
等
は
日
本
語
で
作
成
す
る
こ
と
。

な
お
、
そ
の
他
の
書
類
で
外
国
語
で
記
載
の
も
の
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
付
記
し
、
又
は
添
付
す
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
、
添
付
書
類
の
う
ち
、
金
額
欄
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
通
貨
を
も
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。
外
国
通

貨
を
も
っ
て
金
額
を
算
出
し
て
い
る
と
き
は
、
出
納
官
吏
事
務
規
程

(

昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十

五
号)

第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣
換
算
率
に
よ
っ
て
日
本
国
通
貨
に
換
算
し
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。

五

申
請
書
等
の
提
出
期
間

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

(

木)

か
ら
平
成
十
八
年
二
月
九
日

(

木)

ま
で

(

土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
。)

と
す
る
。

郵
送
等
に
よ
る
場
合
は
、
平
成
十
八
年
二
月
九
日

(

木)

ま
で
に
必
着
と
す
る
。

六

申
請
書
等
の
提
出
先

広
島
県
総
務
企
画
部
管
理
総
室
総
務
室(

〒
七
三
〇－

八
五
一
一

広
島
市
中
区
基
町
一
〇
番
五
二
号)

七

資
格
審
査
の
結
果
の
通
知

資
格
審
査
の
結
果
は
、
申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

八

資
格
の
有
効
期
間

こ
の
告
示
に
よ
る
資
格
審
査
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
資
格
の
有
効
期
間
は
、
こ
の
資
格
認
定
の
日
か
ら

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

九

資
格
の
取
消
し

資
格
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
各
号
の
規
定
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、
当
該
資
格
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

十

そ
の
他

１

別
記
様
式
は
広
島
県
総
務
企
画
部
管
理
総
室
総
務
室

(

広
島
県
庁
舎
本
館
一
階)

で
交
付
す
る
。

２

こ
の
資
格
審
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
広
島
県
総
務
企
画
部
管
理
総
室
総
務
室

(

電
話

[

〇

八
二]

五
一
三－

二
二
一
一

[

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン])

に
す
る
こ
と
。
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別
記
様
式
第
１
号

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書平
成

年
月

日

広
島

県
知

事
様

申
請
者
所
在
地

商
号
又
は
名
称

代
表
者
氏
名

印

平
成

18年
度�
平
成

19年
度
及
び
平
成

20年
度
に
お
け
る
広
島
県
庁
舎
内
受
付
案
内
等
業
務
労
働
者

派
遣
契
約
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
し
た
い
の
で�

次
の
書
類
を
添
え
て
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
申

請
し
ま
す

。

な
お�

こ
の
申
請
書
及
び
添
付
書
類
の
す
べ
て
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は�

事
実
と
相
違
な
い
こ
と

を
誓
約
し
ま
す

。

添
付
書
類

１
労
働
者
派
遣
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
書
の
写
し

２
登
記
事
項
証
明
書
(写
し
可
)

。た
だ
し�
申
請
日
前
の
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
る

。
３

納
税
証
明
書
(直
前
１
年
に
納
付
す
べ
き
県
税�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

の
各
証
明
書
[写
し
可
]

。た
だ
し�
申
請
日
前
の
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
る

。課
税

額
が
０
円
で
も
必
要

。)

４
平
成

16年
及
び
平
成

17年
の
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
４
条
第
５
号
及
び
第

16号
に
規
定
す
る
業

務
の
派
遣
契
約
状
況
(別
記
様
式
第
２
号
)

５
業
務
履
行
実
績
証
明
書
(別
記
様
式
第
３
号
)

６
派
遣
登
録
者
の
状
況
(別
記
様
式
第
４
号
)

７
印
鑑
証
明
書
(写
し
可
)

。た
だ
し�

申
請
日
前
の
３
か
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
る

。

８
委
任
状
(権
限
を
支
店
長�
営
業
所
長
等
に
委
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る

。)(別
記
様
式
第
５
号
)

別
記
様
式
第
２
号

事
務
用
機
器
操
作
及
び
受
付
・
案
内
等
業
務
の
派
遣
契
約
状
況

(労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
４
条
第
５
号
及
び
第

16号
に
規
定
す
る
業
務
の
派
遣
契
約
状
況
)

１
履
行
期
間
が
平
成

16年
１
月
１
日
か
ら
平
成

17年
12月

31日
ま
で
の
間
に
係
る
も
の
の
う
ち�
契

約
金
額
の
大
き
い
も
の
か
ら
３
件
ま
で
記
入
す
る
こ
と

。た
だ
し�

労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
４
条

第
５
号
及
び
第

16号
に
規
定
す
る
業
務
の
実
績
を
各
１
件
以
上
記
入
す
る
こ
と

。

２
契
約
額
は�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
含
む
金
額
で
記
入
す
る
こ
と

。

３
こ
れ
に
記
入
し
た
契
約
に
つ
い
て
は�

別
記
様
式
第
３
号
の
業
務
履
行
実
績
証
明
書
を
必
ず
提
出

す
る
こ
と

。

(商
号
又
は
名
称
)

(担
当
者
名
及
び
連
絡
先
)

℡

契
約
の
相
手
方

業
務

名
業
務
内
容

契
約
額

(千
円
)

履
行
期
間

(定期)
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4

別
記
様
式
第
３
号

業
務
履
行
実
績
証
明
書

様

申
請

者

所
在

地

商
号
又
は
名
称

代
表
者
氏
名

印

貴
発
注
に
係
る
業
務
に
つ
い
て�

次
の
と
お
り
履
行
実
績
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
だ
さ
い

。

上
記
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
証
明
し
ま
す

。

平
成

年
月

日

証
明
者

職
氏
名

印

契
約
期
間

契
約

名
内

容
契
約
金
額

(千
円
)

履
行
状
況

別
記
様
式
第
４
号

派
遣
登
録
者
の
状
況

(商
号
又
は
名
称
)

(平
成

18年
１
月
１
日
現
在
)

４ ３ ２ １

１
の
う
ち�
実
用
英
語
検
定
３
級
以
上
の
有
資
格
者
数

１
の
う
ち�
秘
書
検
定
３
級
以
上
の
有
資
格
者
数

１
の
う
ち�
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
４
条
第
５
号
及
び
第

16号
の
業

務
経
験
１
年
以
上
の
派
遣
登
録
者
数

広
島
県
内
に
住
所
を
有
す
る
派
遣
登
録
者
数

内
容

人 人 人 人

人
数

(定期)



広
島
県
告
示
第
六
十
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

昭
和
四
十
年
十
一
月
一
日
に
定
め
た
神
辺
町
と
広
島
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
を
平
成
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
廃
止
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
十
一
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
平
成
十

八
年
三
月
一
日
か
ら
旧
深
安
郡
神
辺
町
の
区
域
を
も
っ
て
福
山
市
神
辺
町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
旨
、
福

山
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
十
二
号

次
の
病
院
の
開
設
者
か
ら
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一
条

の
規
定
に
よ
る
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
十
三
号

次
の
病
院
の
開
設
者
か
ら
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令

(

昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号)

第
一
条

の
規
定
に
よ
る
救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
撤
回
さ
れ
、
及
び
同
条
の
規
定
に
よ
る
救
急
業
務

に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平成18年 1月26日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 2 0 2号

5

別
記
様
式
第
５
号

委
任
状

広
島

県
知

事
様

平
成

年
月

日

〒住
所

商
号
又
は
名
称

フ
リ

ガ
ナ

代
表
者
氏
名

フ
リ

ガ
ナ

印
℡
(

)
－

私
は�

次
の
者
を
代
理
人
と
定
め�

平
成

年
月

日
か
ら
平
成

年
月

日
ま

で
の
間
に
お
い
て�

広
島
県
と
の
間
に
行
う
次
の
権
限
を
委
任
し
ま
す

。
〒住

所

商
号
又
は
名
称

フ
リ

ガ
ナ

代
表
者
氏
名

フ
リ

ガ
ナ

印
℡
(

)
－

１
入
札
及
び
見
積
り
に
つ
い
て

２
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

３
保
証
金
の
納
付
並
び
に
還
付
請
求
及
び
受
領
に
つ
い
て

４
代
金
の
請
求
及
び
受
領
に
つ
い
て

５
入
札
に
関
す
る
復
代
理
人
の
選
任
に
つ
い
て

医
療
法
人
社
団
沼
南
会

沼
隈
病
院

医
療
法
人
紅
萌
会
福
山

記
念
病
院

医
療
法
人
社
団
中
川
会

中
川
病
院

広
島
医
療
生
活
協
同
組

合
広
島
共
立
病
院

名

称

福
山
市
沼
隈
町
大
字
中
山
南
四
六
九－

三

福
山
市
港
町
一
丁
目
一
五
番
三
〇
号

呉
市
中
通
一
丁
目
三
番
八
号

広
島
市
安
佐
南
区
中
須
二
丁
目
一
九
番
六

号
所

在

地

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日

効
力
を
有
す
る
期
限

更

新

更

新

更

新

更

新

備

考

(定期)



平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

協
力
の
申
出
が
撤
回
さ
れ
た
病
院

救
急
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
た
病
院

広
島
県
告
示
第
六
十
四
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
百
五
条
第
一
項

第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
加
入
区

(

区
域
及
び
区
分)
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

広
島
県
告
示
第
六
十
五
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
竹
市

栗
谷
町
後
原
所
在
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
変
更
す
る
旨
、

大
竹
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
字
の
区
域
の
変
更
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
六
十
六
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
に
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

平成18年 1月26日 (木曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 2 0 2号
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亀
川
病
院 名

称

深
安
郡
神
辺
町
字
下
御
領
六
八
二
番
地
の
一

所

在

地

医
療
法
人
慈
彗
会
亀
川

病
院 名

称

深
安
郡
神
辺
町
字
下
御
領
六
八
二
番
地
の

一
所

在

地

平
成
二
一
年
一
月
二
五
日

効
力
を
有
す
る
期
限

新

規

備

考

小
型
合
併
漁
業
安
芸
津
区
域(

安
芸
津
漁

業
協
同
組
合
の
地
区)

小
型
合
併
漁
業
因
島
市
区
域(

因
島
市
漁

業
協
同
組
合
の
地
区)

小
型
合
併
漁
業
尾
道
区
域(

尾
道
漁
業
協

同
組
合
の
地
区)

小
型
合
併
漁
業
三
原
区
域

(

三
原
漁
業

協
同
組
合
の
地
区)

区

域

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
底
び
き
網
を
使

用
し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
一
そ
う
ロ
ー
ラ
ー

ご
ち
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業

三

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
た
こ
つ
ぼ
を
使

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
底
び
き
網
を
使

用
し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
た
ち
う
お
を
と

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
釣
り
漁
業

三

一
〜
二
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
底
び
き
網
を
使

用
し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
刺
し
網
を
使
用

し
て
営
む
漁
業

三

一
〜
二
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業

一

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
流
し
刺
し
網
を

使
用
し
て
営
む
漁
業

二

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
主
と
し
て
た
こ
つ
ぼ
を
使

用
し
て
営
む
漁
業

三

一
〜
二
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業

区

分

用
し
て
営
む
漁
業

四

一
〜
三
に
掲
げ
る
漁
業
以
外
の
漁
業

中
河
原

大

下

上
之
原

中
曽
根

平
側
内

字

上

欄

七
四
六
の
一
部
、
七
六
三
の
一
部
、
七
六
四
の
一
部
、
七
六
五
か
ら
七
七
〇
ま
で
、
七
七

一
の
一
部
、
七
七
二
か
ら
七
七
四
ま
で
、
七
七
五
の
一
部
、
七
七
六
か
ら
七
七
八
ま
で
、

七
七
九
の
一
部
、
七
八
〇
の
一
部
、
七
八
一
の
一
の
一
部
、
七
八
一
の
三
の
一
部
、
八
一

八
の
一
部
、
八
一
九
の
一
部
、
八
二
〇
の
一
部
、
八
二
一
の
一
部
、
八
二
五
の
一
部
、
八

二
六
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

八
四
三
、
甲
八
四
四
、
乙
八
四
四
、
八
四
五
の
一
の
一
部
、
八
四
六
か
ら
八
五
一
ま
で
、

八
五
二
の
一
部
、
八
五
三
の
一
部
、
八
五
四
の
一
の
一
部
、
八
五
四
の
三
、
八
八
〇
の
一

部
、
八
八
一
、
八
八
二
の
一
部
、
八
八
三
の
一
部
、
八
八
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

六
九
六
の
一
部
、
六
九
七
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

一
六
六
の
一
部
、
一
六
七
の
一
部
、
一
七
〇
の
一
部
、
一
九
二
の
一
の
一
部
、
一
九
三
の

一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

一
〇
〇
の
一
部
、
一
〇
一
の
一
部
、
一
〇
五
の
一
部
、
一
一
三
の
一
部
、
一
一
四
か
ら
一

一
六
ま
で
、
一
一
七
の
一
、
一
一
七
の
二
、
一
一
七
の
三
、
一
一
八
の
一
の
一
部
、
一
二

二
の
一
の
一
部
、
一
二
四
の
一
部
、
一
二
五
、
一
二
六
の
一
部
、
一
二
七
の
一
、
一
二
八

の
一
、
一
二
八
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
一
部

地

番

上
之
原

中
河
原

越

原

中
曽
根

字
下

欄

(定期)



一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

府
中
市
諸
毛
町
字
永
野
山
三
二
五
二
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
府
中
市

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
六
十
七
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
に
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

福
山
市
新
市
町
大
字
上
安
井
三
〇
四
〇
の
一
、
三
〇
四
八
、
三
〇
六
五
の
一
、
三
〇
六
七
の
一
、
三
一

六
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
福
山
市

役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
六
十
八
号

次
の
保
安
林
を
解
除
予
定
保
安
林
に
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
市
安
佐
北
区
白
木
町
大
字
秋
山
字
兀
ケ
原
山
二
一
二
四
の
四
、
二
一
二
五
の
二
、
二
一
二
八
の
五
、

二
一
三
〇
の
三
、
二
一
三
一
の
三
、
二
一
三
三
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

広
島
県
告
示
第
六
十
九
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ

て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

起
業
者
の
名
称

尾
道
市
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

(

以
下

｢

病
院｣

と
い
う
。)

二

事
業
の
種
類

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
外
来
患
者
専
用
駐
車
場
拡
張
工
事

(

以
下

｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

広
島
県
尾
道
市
御
調
町
市
字
川
西
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
尾
道
市
立
の
病
院
に
係
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
三
条
第
二
十
四
号
に
該
当

す
る
も
の
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
病
院
は
、
一
般
財
源
に
よ
り
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
条
例
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に
よ
っ
て
施
設
を
管
理
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の

と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

本
件
事
業
は
、
病
院
が
来
院
者
の
用
に
供
す
る
駐
車
場
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
、
病
院
の
既
存
駐
車
場
不
足
が
解
消
さ
れ
来
院
者
の
利
便
性
が
向
上

す
る
と
と
も
に
、
駐
車
待
ち
車
両
に
よ
る
道
路
混
雑
が
解
消
さ
れ
救
急
車
両
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交

通
が
可
能
と
な
り
、
救
急
救
命
医
療
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ
る
利

益
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
本
件
起
業
地
は
現
況
が
他
施
設
の
駐
車
場
で
あ
り
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
に
あ
た
っ
て

土
地
利
用
の
変
更
を
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
環
境
及
び
地
域
へ
与
え
る
影
響
は
少
な
く
、
失
わ
れ
る
利

益
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ

り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

(二)

ま
た
、
病
院
は
、
尾
道
市
御
調
町
市
字
川
西
地
内
に
お
い
て
、
地
理
的
条
件
、
社
会
的
条
件
、
経

済
性
な
ど
の
諸
条
件
を
考
慮
し
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
も
合
理
的
な
本
件
事
業
の
起
業
地
を

決
定
し
た
。

(三)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

病
院
の
既
存
駐
車
場
が
不
足
し
駐
車
待
ち
の
車
両
の
列
が
発
生
し
て
い
る
結
果
、
救
急
車
両
及
び

近
隣
住
民
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
は
人
命
に
係
る
も
の
で
あ
り
、

迅
速
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
隣
住
民
の
日
常
生
活
の
利
便
性
の
回
復
を
図
る
う
え
で

も
、
本
件
事
業
の
施
行
は
急
務
で
あ
る
。

(二)

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。

(三)

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

(四)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
に
は
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法

第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
の
す
べ
て
を
充
足
す
る

も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
病
院
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

事
業
の
認
定
を
す
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

尾
道
市
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
総
務
人
事
課

広
島
県
告
示
第
七
十
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
二
月
九
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

公公公

告告告

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
特

定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
定
款
変
更
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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県
道
飯
田
吉
行

線 路

線

名

東
広
島
市
西
条
町
寺
家
字
力
萬
六
〇
七
七
番
一
地
先
か
ら

東
広
島
市
西
条
町
寺
家
字
力
萬
六
〇
七
七
番
一
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
一
八
年
一
月
二

六
日 供

用
開
始
の
期
日

特
定
非
営
利
活

動
法
人
み
ど
り

特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ

ピ
ア
ズ

特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
名
称

丸
山

裕

中
井

泰
治

代
表
者
氏
名

広
島
県
福
山
市

西
町
三
丁
目
一

一
番
一
号(

原

田
ア
パ
ー
ト
二

〇
二)

広
島
県
呉
市
安

浦
町
水
尻
一
丁

目
三
番
一
号

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

こ
の
法
人
は
、
居
住
支
援
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
健
全

な
生
活
環
境
に
欠
け
る
地
域

住
民
に
対
し
て
、
介
護
支
援

こ
の
法
人
は
、
障
害
者
、
高

齢
者
及
び
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ

を
も
つ
人
に
対
し
て
、
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
営
ん
で

い
く
た
め
に
必
要
な
事
業
を

行
い
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
、
福
祉
の
増
進

を
図
り
、
社
会
全
体
の
利
益

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

特
定
非
営
利

活
動
に
係
る

事
業
名
称
の

変
更

事
業
年
度
の

変
更

定
款
変
更
の

内
容

平
成
一
八
年
一

月
一
六
日

平
成
一
八
年
一

月
一
三
日

申
請
の
あ
っ
た

年
月
日

(定期)



大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
所
在
地
の
属
す
る
市
か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

(

仮
称)

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
福
山
水
呑
店

所
在
地

福
山
市
水
呑
町
字
大
谷
三
三
六
八
―
一
外

二

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要

な
し

三

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
場
所

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
地
域
産
業
振
興
室

(
広
島
市
中
区
基
町
一
○
番
五
二
号)

福
山
市
経
済
環
境
局
経
済
部
商
工
課

(

福
山
市
東
桜
町
三
番
五
号)

四

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

期
間

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
大
規
模

小
売
店
舗
の
所
在
地
の
属
す
る
市
か
ら
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

デ
オ
デ
オ
福
山
北
店

所
在
地

福
山
市
駅
家
町
大
字
万
能
倉
二
八
四

二

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要

現
状
の
駐
車
場
の
収
容
台
数
及
び
出
入
口
の
数
を
減
少
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
来
客
数
が

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
人
的
対
応
等
を
含
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

三

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
場
所

広
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
地
域
産
業
振
興
室

(

広
島
市
中
区
基
町
一
○
番
五
二
号)

福
山
市
経
済
環
境
局
経
済
部
商
工
課

(

福
山
市
東
桜
町
三
番
五
号)

四

提
出
さ
れ
た
意
見
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
の
で
き
る
時
間
帯

１

期
間

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号)

に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

２

時
間
帯

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
開
発
行
為
に
関

す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

東
広
島
市
志
和
町
志
和
堀
字
青
木
三
五
四
三
番
四
、
三
五
四
三
番
五
、
三
五
三
七
番
一
の
一
部
、
三
五

三
七
番
五
の
一
部
、
三
五
四
三
番
一
の
一
部

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

株
式
会
社

セ
ブ
ン－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

山
口

俊
郎

東
広
島
市
志
和
町
志
和
堀
三
二
八
二
番
地
の
八

沖
本

敦
郎

次
の
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
そ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写

し
は
、
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
十
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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及
び
生
活
支
援
に
関
す
る
福

祉
事
業
を
行
い
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(定期)



平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
長

石

原

照

彦

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

大
竹
市

後

原

区
画
整
理
事
業

大
竹
市
役
所

次
の
換
地
計
画
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十

六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

こ
の
決
定
に
係
る
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
十

五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め

る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
長

石

原

照

彦

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

大
竹
市

後

原

区
画
整
理
事
業

大
竹
市
役
所

次
の
土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第

九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の

で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成

十
八
年
二
月
十
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
東
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長

大

坂

桂

介

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

竹
原
市

下
田
万
里

区
画
整
理
事
業

竹
原
市
役
所

次
の
換
地
計
画
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十

二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
に
係
る
換
地
計
画
書
の
写
し
を

次
に
よ
り
平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
十
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
東
広
島
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
お
る
決
定
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
東
広
島
地
域
事
務
所
長

大

坂

桂

介

事

業

主

体

地

区

名

事

業

名

縦

覧

場

所

東
広
島
市
土
地
改
良
区

市
ノ
畑
地
区

区
画
整
理
事
業

東
広
島
市
役
所

深
安
郡
神
辺
町
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
役
員
が
退
任
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

退
任
役
員

職
名

氏

名

住

所

理
事

松

岡

秀

雄

深
安
郡
神
辺
町
字
箱
田
四
七
八

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第
４
号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

18年
１
月

26日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫
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5P
1068

5P
1090

5P
1084

5P
1075

5P
1067

5S
0935

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

18年
１
月

26
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

同
上

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

回
胴
式
遊
技

機 遊
技
機
の

種
類

ス
キ

ージ
ャ
ン
プ
ペ

ア
入
門
編

Ｃ
Ｒ
新
世

紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ

ン
・
セ
カ

ン
ド
イ
ン

パ
ク
ト
Ｘ

Ｆ Ｃ
Ｒ
新
世

紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ

ン
・
セ
カ

ン
ド
イ
ン

パ
ク
ト
Ｍ

Ｆ Ｃ
Ｒ
新
世

紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ

ン
・
セ
カ

ン
ド
イ
ン

パ
ク
ト
Ｖ

Ｆ Ｃ
Ｒ
新
世

紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ

ン
・
セ
カ

ン
ド
イ
ン

パ
ク
ト
Ｓ

Ｆ い
い
湯
だ

な 型
式
名

株
式
会
社
平
和

代
表
取
締
役
中
島

潤
(群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二

丁
目

3014番
地
の
８
)

同
上

同
上

同
上

株
式
会
社
ビ
ス
テ
ィ

代
表
取
締
役
寶
田
久
治

(東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁

目
29番

10号
)

株
式
会
社
三
共

代
表
取
締
役
毒
島
秀
行

(群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六

丁
目

460番
地
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)


